
                                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

                         寿都町立寿都小学校  外国語活動・英語科通信 

平成 29年 6月 16日（金）No2 発行者 ○○ ○○ 

 寿都小学校は、アルファベットの大文字と小文字を１年生から学んでいます。１・２年生では、アルファベットの大文字と小文

字を使って遊びながら学びます。興味を持たせてアルファベットに触れることがねらいです。３・４年生ではアルファベットの大文

字や小文字を改めて学び、アルファベットを使ってやりとりをします。５・６年生になると、読む・書く学習が入ります。５年生では、

アルファベットの大文字の読み書きをします。書く学習では、自分の名字は、大文字で書くことを学びます。さらに、６年生になると

小文字の書き方を学び、身の回りにある身近な英語の言葉を写して書いたり、提示される言葉を見て英語で答えたりするなどし

ます。 

 平成３２年度から英語が教科となり、他の学校でも同様の学習が行われていきます。今まで中学校で学習していたアルファ

ベットを小学生で学ぶようになります。それを寿都町の子どもたちがすでに学習しているというのは、すばらしいことですね。 

 ６年生は、すでに５年生の時にアルフ

ァベットの大文字を学習しています。 

 この前、小文字の学習を行いまし

た。左の写真は、○○ ○○○君の家

庭学習です。とてもきれいに家庭学習

ノートにまとめています。大変すばらし

いです。自分でノートに英語の罫線を

引き、赤線も描いています。そこに学

習したことをもう一度復習していまし

た。 

 この写真にあるように、６年生にな

ると自分の名前は、アルファベットで書

くことができるようになります。そし

て、文字への関心が高まり身近にある

簡単な英語の言葉もアルファベットか

ら推測して読めるようになってきま

す。英語に親しむことが大切なのです

ね。 

名前については、姓・名の順番で。 

名字は、大文字で 

名前、はじめは大文字で、 

他は小文字 

学校名は、写して書きました 

以前、英語の目標を立てる時に６年生の○○○○

君が次のようなに言っていました。「身の回りにあ

る英語を読めるようになりたい」と。英語は身の

回りに溢れていますね。それが読めるようになる

ということは世界が広がりますね。 


